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「チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ EH913 系統」 

に係る安全性確認  

 

I はじめに  

チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ EH913 系統（以下60 

「EH913 系統」という。）について、令和６年５月９日付けで遺伝子組換え飼料とし

ての安全性確認の申請があったことから、「組換え DNA 技術応用飼料及び飼料添加物

の安全性に関する確認の手続」（平成 14 年 11 月 26 日農林水産省告示第 1780 号）に

基づき審議を行った。 

 65 

II 確認対象飼料の概要  

飼料名：チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ EH913 系

統  

性 質：チョウ目害虫への抵抗性及び除草剤グルホシネートへの耐性を持つ。 

申請者：ヘリックス・シード&バイオテクノロジー社  70 

開発者：ヘリックス・シード&バイオテクノロジー社  

 

EH913 系統は、トウモロコシのデント種 Hi-II 系統に、特定のチョウ目昆虫に対す

る殺虫活性、及び除草剤グルホシネート耐性を付与するために C 末端領域欠失型

cry1Da 遺伝子及び改変 bar 遺伝子を導入し作成された。 75 

 

III 審議内容 

１ 生産物の既存のものとの同等性に関する事項 

（１）遺伝的素材に関する事項 

宿主は、イネ科トウモロコシ属のトウモロコシ(Zea mays subsp. mays (L.) Iltis) 80 

のデント種 Hi-II 系統である。 

Hi-II 系統は、アグロバクテリウム法による未熟胚への形質転換に適したハイブ

リッド系統であり、遺伝子組換えトウモロコシの開発に広く利用されている

（Vega et al., 2008）。 

EH913 系統は、トウモロコシのデント種 Hi-II 系統に、Bacillus thuringiensis 85 

1132C 株由来の C 末端領域欠失型 cry1Da 遺伝子、及び Streptomyces 

hygroscopicus 由来の改変 bar 遺伝子を導入し作成された。 

EH913 系統に挿入された C 末端領域欠失型 cry1Da 遺伝子及び改変 bar 遺伝子

は、それぞれ、特定のチョウ目昆虫に対する殺虫活性、及び除草剤グルホシネート

耐性を付与している。 90 

  

（２）家畜等の安全な飼養経験に関する事項 

宿主であるトウモロコシ（デント種）の主な利用目的は飼料用であり、広範囲な

家畜等の飼養経験をもつ。 

 95 
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（３）飼料の構成成分等に関する事項 

EH913 系統及び非組換えトウモロコシの構成成分等の分析値及び文献値は明ら

かとなっており、比較が可能である。 

 100 

（４）既存種と新品種との使用方法の相違に関する事項 

EH913 系統は、導入された C 末端領域欠失型 cry1Da 遺伝子及び改変 bar 遺伝

子により、特定のチョウ目昆虫に対する殺虫活性及び除草剤グルホシネート耐性

を持つ。このことを除いては従来のトウモロコシと使用方法に相違はない。 

 105 

（１）～（４）により、EH913 系統の飼料としての安全性評価においては、非組

換えトウモロコシとの比較が可能であると判断された。 

 

２ 組換え体の利用目的及び利用方法に関する事項 

EH913 系統で発現する C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質及び改変 PAT110 

（bar）たん白質は、特定のチョウ目昆虫に対する殺虫活性及び除草剤グルホシネー

ト耐性を付与する。本系統は、チョウ目害虫による深刻な地域において効果的な害

虫防除方法を農家に提供する目的として作出された。 

 

３ 宿主に関する事項 115 

（１）学名、品種、系統名等の分類学上の位置付けに関する事項 

宿主は、イネ科トウモロコシ属のトウモロコシ (Z. mays subsp. mays (L.) Iltis) 

の非組換え品種 Hi-II 系統のデント種である。 

 

（２）遺伝的先祖に関する事項 120 

トウモロコシは、同属のテオシントから直接派生したものである（Galinat, 

1988）。メキシコ、中米、南米を原産地とするテオシントからトウモロコシが栽培

化されたのは、交配や人為選抜によるものであったと考えられるが、自然の有益な

突然変異の蓄積も関与していた。トウモロコシの栽培化と品種改良の結果、穂が皮

にしっかりと包まれるようになり、トウモロコシは高度に栽培化され、種子を広め、125 

生育するために人間に完全に依存するようになった（Grobman et al., 2012、

Blake, 2015、Ranum et al., 2014）。 

 

（３）有害生理活性物質の生産に関する事項 

    トウモロコシには、家畜等の健康に悪影響を与える毒性物質の産生性は知られて 130 

いない。抗栄養素として、フィチン酸、ラフィノース及びトリプシンインヒビター

が知られている(OECD, 2002)。フィチン酸は、反芻動物以外の動物において、リ

ンの吸収を阻害することが知られている(OECD, 2012)。ラフィノースは腹部を膨

満させる原因物質である。これらの抗栄養素の含有量は、フィチン酸が乾物重ベー

スで 0.5～1.26 %、ラフィノースが 0.09～0.41 %である（AFSI, 2023）。トリプシ135 

ンインヒビターはたん白質分解酵素阻害物質であるが、含有量がごくわずかであり、

栄養学的に問題にならないとされている（OECD, 2002）。 
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（４）寄生性及び定着性に関する事項 

    トウモロコシの家畜等に対する寄生性及び定着性は知られていない。 

 140 

（５）ウイルス等の病原性の外来因子に汚染されていないことに関する事項 

    トウモロコシには、ウイルス、細菌及び糸状菌による各種病害（モザ

イク病、萎凋細菌病、茎腐病等）が知られているが (OECD, 2003)、こ

れらの病原体の家畜等に対する病原性は報告されていない。  

 145 

（６）自然環境を反映する実験条件の下での生存及び増殖能力に関する事項 

トウモロコシは栽培作物であり、雑草性はないと考えられる。なお、我が国に

おいても自生するとの報告はない。 

 

（７）有性生殖周期及び交雑性に関する事項 150 

    トウモロコシは種子繁殖する一年生のイネ科植物である。多くの品種では、風媒

による他家受粉が行われる。トウモロコシの近縁植物として、テオシント (Zea 

属) 及びトリプサクム (Tripsacum 属) があるが、テオシントはわが国において自

生するとの報告はなく、またトリプサクムとトウモロコシの交雑は非常に困難で

あることが知られている(OECD, 2003)。従って、トウモロコシとの交雑はないと155 

考えられる。 

 

（８）飼料に利用された歴史に関する事項 

    トウモロコシは、長い間飼料利用されてきた歴史がある。日本においては、明治

時代にデント種及びフリント種が導入され、その後、飼料用、子実用及び生食用160 

として幅広く利用されている。 

 

（９）飼料の安全な利用に関する事項 

    トウモロコシは、子実、サイレージ及び青刈り等が、飼料として安全に利用され

ている。 165 

 

（１０）生存及び増殖能力を制限する条件に関する事項 

トウモロコシは成長点が地上に出た 5～7 葉期に 6～8 時間以上、0℃以下の外気

にさらされると生存できない(OECD, 2003)。また、種子の休眠性は低い(CFIA, 

1994)。雌穂は苞皮で覆われているため、種子が自然に雌穂から脱粒し散布される170 

可能性は低く、種子の拡散には人間の仲介が必要である (OECD, 2003)。仮に、自

生したとしても、鍬や感受性を示す除草剤による物理的又は化学的な方法により防

除することができる(OECD, 2003)。 

 

（１１）近縁種の有害生理活性物質の生産に関する事項 175 

 トウモロコシの近縁種としてテオシント (Zea 属)及びトリプサクム(Tripsacum 

属)があるが、これら近縁種において有害生理活性物質の産生性があるという報告は

ない。 
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４ ベクターに関する事項 180 

（１）名称及び由来に関する事項 

   EH913 系統の作出に用いたプラスミド pEH001 は、S. hygroscopicus 由来の改

変 PAT たん白質のコード配列（改変 bar 遺伝子）を含む既に報告されている大腸

菌シャトルベクターから作製した。外側骨格領域の調節要素及びコーディング要素

は、細菌クローニングプラスミドである、Hajdukiewicz et al.（1994）に記載さ185 

れているシャトルベクターのプラスミド pPZP200 から作製した。 

 

（２）性質に関する事項 

導入用プラスミド pEH001 の塩基数は 12,800 bp である。また、プラスミド

pEH001 の全塩基配列、制限酵素切断部位、構成要素、その由来及び機能は明らか190 

になっており、既知の有害なたん白質を産生する塩基配列は含まれていない。 

 

（３）薬剤耐性に関する事項 

 導入用プラスミド pEH001 は、E. coli 由来の aadA 遺伝子を含んでおり、これは

スペクチノマイシン及びストレプトマイシン抗生物質に耐性を付与するアミノグリ195 

コシド 3'アデニル転移酵素をコードしている。この配列はプラスミドの外側骨格領

域に含まれており、宿主植物に導入された T-DNA 領域には含まれていないことが

確認されている。 

     

（４）伝達性に関する事項 200 

導入用プラスミド pEH001 には、伝達を可能とする配列は含まれていない。 

 

（５）宿主依存性に関する事項 

導入用プラスミド pEH001 の外側骨格領域に含まれる全ての遺伝子の性質は明ら

かにされており、植物、家畜等での増殖を可能とする配列を含まない。さらに、205 

EH913 系統中には、これらの領域を含む外側骨格領域は含まれていない。 

 

（６）発現ベクターの作成方法に関する事項 

    導入用プラスミドpEH001は、プラスミドpPZP200（Paz et al., 2004）をベース

とし、pPZP200のT-DNA領域にグルホシネート除草剤耐性遺伝子発現カセットを210 

挿入したプラスミドpTF101に、C末端領域欠失型cry1Da遺伝子発現カセットをク

ローニングして作成された。 

  

（７）発現ベクターの宿主への挿入方法及び位置に関する事項 

導入用プラスミド pEH001 を用いて、アグロバクテリウム法により非組換えトウ215 

モロコシ品種 Hi-II 系統の未成熟胚に導入することにより作出された。 
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５ 挿入遺伝子に関する事項 

（１）供与体に関する事項 220 

① 名称、由来及び分類に関する事項 

    以下の表に、導入された遺伝子の名称及びその由来を示す。 

 

表 1  EH913 系統の作出に用いたプラスミド pEH001 の各構成要素の由来と機能 

構成要素 由来 機能 

プラスミド外側骨格領域（本組換えトウモロコシには存在しない。） 

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

pVS1 staA  Pseudomonas spp.  
pVS1 プラスミドの安定化に必要なたん白質

(StaA)のコード配列（Heeb et al., 2000）。  

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

pVS1 repA  Pseudomonas spp.  
pVS1プラスミドの複製に必要なたん白質(RepA)

のコード配列（Heeb et al., 2000）。  

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

pVS1 ori V  Pseudomonas spp. 
pVS1プラスミド複製起点（Heeb et al., 

2000）。 

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

bom  Escherichia coli  
細菌の接合の際のプラスミドの移動に関与

（Finnegan and Sherratt, 1982）。  

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

Ori  E. coli 
DNA複製開始シグナル（Norrander et al., 

1983）。  

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  
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構成要素 由来 機能 

aadA  E. coli  

スペクチノマイシン及びストレプトマイシンに

対する耐性(SmR)を有するアミノグリコシド 3'ア

デニルトランスフェラーゼのコード配列

（Murphy, 1985）。  

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

T-DNA領域 

LB  
Agrobacterium 

tumefaciens  

T-DNAを伝達する際に利用される左側境界配列

を含む DNA領域（Hajdukiewicz et al., 

1994）。 

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

Tvsp  Glycine max  
ダイズ貯蔵たん白質転写ターミネーター配列

（Paz et al., 2004）。  

改変 bar  
Streptomyces 

hygroscopicus  

除草剤グルホシネート耐性を付与するホスフィ

ノトリシン-N-アセチルトランスフェラーゼのコ

ード配列 （Paz e et al., 2004）。  

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

2X 35S  
Cauliflower 

mosaic virus  

切断型 CaMV 35Sプロモーター配列を用いた二

重転写プロモーター（Paz et al., 2004）。  

MCS  

Bacteriophage 

restriction sites 

from vector 

pPZP200  

T-DNAセグメント内に目的の遺伝子を挿入する

ためのマルチクローニングサイト（Hajdukiewicz 

et al., 1994）。  

Ubi-1  Zea mays  

トウモロコシのユビキチン遺伝子の転写プロモ

ーターとイントロン（Christensen and Quail, 

1996）。  

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNAクローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

C末端領域 

欠失型 cry1Da  

Bacillus 

thuringiensis  

B. thuringiensis 1132C 株由来 C 末端領域欠失

型 Cry1Daたん白質のコード配列。 
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構成要素 由来 機能 

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNA クローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

Nos  A. tumefaciens  

ノパリン合成酵素遺伝子の翻訳終結及びポリア

デ ニ ル 化 部 位 （ Christensen and Quail, 

1996）。  

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNA クローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

RB  A. tumefaciens  
T-DNAを伝達する際に利用される右側境界配列

を含む DNA領域（Hajdukiewicz et al.,1994）。 

プラスミド外側骨格領域（本組換えトウモロコシには存在しない。） 

Intervening plasmid 

sequence  
  

DNA クローニングの際に用いられた配列。当該

配列は特別な機能を有する配列を含まない。  

1： 3bp ストップコドンを含む cry1Da 遺伝子のサイズ  225 

   

② 安全性に関する事項 

EH913 系統に挿入されたコード配列の供与体は環境中に存在しており、ヒト

や動物に対する病原性やアレルギー性は知られていない。 

 230 

 

（２）遺伝子の挿入方法に関する事項 

宿主への導入は、アグロバクテリウム法により、プラスミド pEH001 の T-DNA

領域を非組換えトウモロコシ Hi-II の未熟胚に導入した。 

その後、グルホシネートのアナログであるビアラホスを含む培地でカルスを生235 

育させ、植物体再生後、グルホシネートを散布し形質転換個体を選抜した。 

選抜後、植物体を再生、非遺伝子組換えトウモロコシ近交系 L3 と交配し、得ら

れた種子を F1 とした。既存の優良品種との戻し交配、自殖及びきょうだい交配等

により後代を維持しながら、各種分析及び評価を行い、最終的な商品化系統を選抜

した。 240 

    

（３）構造に関する事項 

① プロモーターに関する事項 

C 末端領域欠失型 cry1Da 遺伝子発現カセットは、トウモロコシ（Z. mays）

由来の Ubi プロモーターが使用されている。Ubi プロモーターはトウモロコシの245 

ユビキチン遺伝子のプロモーターであり、転写開始に関与する。また、遺伝子発

現のための強力なプロモーターであり、植物バイオテクノロジー分野で広く用い
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られている。改変 bar 遺伝子発現カセットでは、カリフラワーモザイクウイルス

由来の CaMV 35S プロモーターが使用されている。 

 250 

② ターミネーターに関する事項 

C 末端領域欠失型 cry1Da 遺伝子発現カセットは、Agrobacterium spp.由来の

nos 転写末端ポリアデニル化部位をターミネーターとして、また、改変 bar 遺伝

子発現カセットは、ダイズ貯蔵たん白質由来の Tvsp 転写末端ポリアデニル化部

位をターミネーターとして使用されている。 255 

 

③ 既知の有害塩基配列を含まないことに関する事項 

     導入用プラスミド pEH001 の塩基配列、由来及び機能は明らかにされており、

既知の有害塩基配列を含まない。 

 260 

（４）性質に関する事項 

以下に各遺伝子の機能を示す。 

C 末端領域欠失型 cry1Da 遺伝子 

  C 末端領域欠失型 cry1Da 遺伝子から発現される C 末端領域欠失型 Cry1Da

たん白質は、標的害虫である特定のチョウ目昆虫の中腸上皮細胞に存在する受265 

容体に特異的に結合し、中腸上皮細胞を破壊する。当該たん白質は、遺伝子の

供与体である B. thuringiensis 1132C 株において、野生型 Cry1Da たん白質の

C 末端が短くなったものであり、野生型の全長 Cry1Da たん白質と C 末端領域

欠失型 Cry1Da たん白質との違いは、野生型 Cry1Da たん白質の C 末端領域

の 540 アミノ酸が C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質では欠失していること270 

である。なお、C 末端領域の主な機能は、B. thuringiensis の胞子形成期に

Cry1 たん白質の結晶形成を促進することである。 

 

改変 bar 遺伝子 

改変 bar 遺伝子から発現される改変 PAT（bar）たん白質は、除草剤グルホ275 

シネートの活性成分であるホスフィノトリシンをアセチル化することにより化

学的に不活化し、植物に除草剤耐性を付与する。 

 

（５）純度に関する事項 

塩基配列解析により、T-DNA 領域内に目的外の遺伝子の混入はないことを確認280 

している。 

 

（６）コピー数に関する事項 

 次世代シークエンス解析及び塩基配列解析の結果、単一の遺伝子座に T-DNA 領

域が 1 コピー挿入されていること及びすべての構成要素が意図した順番で存在し、285 

形質転換プラスミド pEH001 からの外側骨格領域は存在しないことが確認された。

また、T-DNA 領域を挟む 5'及び 3'領域の DNA 配列 1,000 bp について BLASTN

及び BLASTX 解析を行った結果、両近傍配列がトウモロコシゲノムと高い相同性
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を示し、これらがトウモロコシ由来であることが確認された。 

 290 

（７）安定性に関する事項 

T-DNA 領域の遺伝的安定性を、4 世代から得たゲノム DNA を用いて次世代シー

クエンス解析によって評価した。この結果、挿入された配列は少なくとも 7 世代に

わたって安定していたことが確認された。 

 295 

（８）発現部位、発現時期及び発現量に関する事項 

C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質及び改変 PAT（bar）たん白質の発現量を

ELISA 法又はウエスタンブロット解析により測定した。その結果、C 末端領域欠

失型 Cry1Da たん白質は、根、絹糸、花粉では検出限界未満となっており、発現が

見られた葉、植物体、茎葉、子実のうち、葉において最も高い発現量が確認された。300 

改変 PAT（bar）たん白質は、絹糸、子実、花粉では検出限界未満となっており、

発現が見られた葉、植物体、根、茎葉のうち、根において最も高い発現量が確認さ

れた。 

 

（９）抗生物質耐性マーカー遺伝子の安全性に関する事項 305 

導入用プラスミド pEH001 は、外骨格領域に E. coli 由来の aadA 遺伝子を含ん

でおり、これは、スペクチノマイシン及びストレプトマイシン抗生物質に耐性を付

与するアミノグリコシド 3'アデニル転移酵素をコードしている。 

なお、aadA 遺伝子は EH913 系統には導入されていないことを次世代シークエ

ンス解析により確認されている。 310 

 

（１０）外来のオープンリーディングフレームの有無並びにその転写及び発現の可能

性に関する事項 

EH913 系統に挿入された DNA 配列及びその境界領域で ORF を検索した。その

結果、挿入された DNA 配列内に 10 個、境界領域で 11 個の ORF が検出されたが、315 

これらの ORF について、既知の毒性たん白質と相同性は認められなかった。 

 

６ 組換え体に関する事項 

（１）組換え DNA 操作により新たに獲得された性質に関する事項 

C 末端領域欠失型 cry1Da 遺伝子は、C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質を発320 

現することにより、チョウ目害虫抵抗性を付与する。また、改変 bar 遺伝子は、

改変 PAT（bar）たん白質を発現することにより除草剤グルホシネート耐性を付

与する。 

この点を除けば、EH913 系統は既存種とその形態及び生育特性において相違は

認められず、飼料としての利用方法も従来と変わらない。 325 

 

（２）遺伝子産物の毒性に関する事項 

C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質及び改変 PAT（bar）たん白質配列が既知

の毒性たん白質と相同性がないことを確認するために、それらのアミノ酸配列を、
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NCBI データベースの BLASTP デフォルトパラメーターを用いて非冗長 NCBI の330 

たん白質データベースと比較した。その結果、Cry1Da たん白質以外のアノテー

ションされた毒素配列との相同性（E-score<1×10-6）は見つからなかった。 

 

（３）遺伝子産物の物理化学的処理に対する感受性に関する事項 

発現するたん白質の物理化学的処理に対する感受性を調べるため、人工胃液（ペ335 

プシン（pH1.2））処理、人工腸液（パンクレアチン（pH7.5））処理及び加熱処

理を行った。 

 

C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質 

C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質は、人工胃液処理では、88 %が 10 分以内に340 

分解され、30 分ですべてが分解されていた。一方、人工腸液処理においては、トリ

プシン耐性コアたん白質に速やかに分解されたが、24 時間以内に完全に分解される

ことはなかった。また、加熱処理においては、高温で分解されることをウエスタン

ブロット解析によって確認した。 

消化においては、腸液単独での消化が起こることは考えにくく、人工胃液及び人345 

工腸液の試験結果を総合すると、C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質は、生体内で

迅速に消化されると考えられた。 

 

改変 PAT（bar）たん白質 

人工胃液中あるいは人工腸液中での PAT たん白質の消化試験に関する文献及び350 

公開情報は、PAT（bar）たん白質が、速やかに分解されることを示している 

（Hérouet et al., 2005; EFSA, 2007; EFSA, 2017a; EFSA, 2017b）。加熱処理にお

いては、PAT（bar）たん白質は、熱によって容易に分解されないが、熱処理後に

酵素活性が喪失することが報告されている（Hérouet et al., 2005; EFSA, 2007; 

EFSA, 2017a; EFSA, 2017b）。 355 

改変 PAT（bar）たん白質の C 末端に付加された 4 アミノ酸は、改変 PAT たん

白質の機能、及び免疫学的特性に野生型 PAT（bar）たん白質と差異を生じさせな

いことが、グルホシネート耐性の程度、改変 PAT（bar）たん白質の発現レベルを

定量した結果によって示されており、人工胃液処理、人工腸液処理あるいは加熱処

理における改変 PAT（bar）たん白質の安定性は野生型 PAT（bar）たん白質と同360 

等と考えられた。 

 

（４）遺伝子産物の代謝経路への影響に関する事項 

C 末端領域欠失型 Cry1Da たん白質が、何らかの酵素活性をもつという報告はな

い。したがって、EH913 系統がこれらのたん白質の発現により、新しい代謝経路365 

及び代謝産物を作ることは考えにくい。 

改変 PAT（bar）たん白質は、野生型の PAT（bar）たん白質同様、グルホシネ

ートの除草剤成分である PPT に対して極めて高い基質特異性を有しており、その

他の内在性化合物を代謝して、宿主の代謝経路に影響を及ぼすとは考えにくい。 

 370 
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（５）宿主との差異に関する事項 

EH913 系統及び対照の非組換えトウモロコシの子実及茎葉について、粗たん白

質及びアミノ酸、粗脂肪及び脂肪酸、炭水化物及び繊維質、灰分及び無機質、ビタ

ミン、抗栄養素、二次代謝産物の分析を行ったところ、子実の栄養素の項目には統

計学的有意差が認められたものがあったが、EH913 系統と対照トウモロコシの平375 

均値の差が小さく、EH913 系統の値は複数の市販のトウモロコシ品種の平均値の

範囲内であった。これらの相違が安全性に影響を与えているとは考えられない。 

 

（６）外界における生存及び増殖能力に関する事項 

これまでに実施したほ場試験において、EH913 系統と非組換えトウモロコシと380 

の間に、外界における生存及び増殖能力の差異は認められなかった。 

 

（７）生存及び増殖能力の制限に関する事項 

EH913 系統と非組換えトウモロコシにおいて、生存及び増殖能力の制限要因に

関しても変わりはない。 385 

 

（８）不活化法に関する事項 

EH913 系統も従来のトウモロコシと同様に、物理的防除（耕転）や化学的防除

（感受性を示す除草剤の使用）など、トウモロコシを枯死させる従来の方法で不活

化される。 390 

 

（９）外国における認可等に関する事項 

  表 2 諸外国における認可状況 

国名 関連省庁 申請 承認 

ブラジル 
CTNBio 

（食品・飼料・栽培） 
2022 年 2 月 2022 年 7 月 

米国 
FDA（食品・飼料） 2022 年 9 月 ― 

USDA（輸入） 2022 年 7 月 ― 

カナダ 

Health Canada 

（食品） 
2022 年 9 月 ― 

CFIA（飼料・栽培） 2022 年 9 月 ― 

中国 
農業農村部（MARA）

（輸入・食品・飼料） 
2023 年 11 月 ― 

 

（１０）作出、育種及び栽培方法に関する事項 395 

従来のトウモロコシと相違ない。 

 

（１１）種子の製法及び管理方法に関する事項 

従来のトウモロコシと相違はない。 
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７ ２から６までに掲げる資料により飼料の安全性に関する知見が得られていない場400 

合は、次に掲げる試験のうち必要な試験の成績に関する事項 

該当しない。 

 

IV 審議結果 

チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ EH913 系統につい405 

て、「組換え DNA 技術応用飼料及び飼料添加物の安全性に関する確認の手続」に基づ

き審議した結果、飼料として摂取する家畜等への安全上の問題はないと判断した。 
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